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イノベーション創発に向けた取組
▣イノベーティブな人材の育成
▣イノベーションの学びの場 /教育プログラム(教材・メソッド)
の提供
▣県外の地域資源とのつながりを醸成

▣イノベーション創発のための理論である「SCB理論」を用い
たイノベーション創発の推進＆教育プログラムの開発・考案
▣「SCB理論」の普及

・世界初のP2Pである「ブローカレス理論(1998)」がベース

・P2Pを地域活性化/イノベーション創発に活用したSCB理論(2011)



トピックス

・イノベーションとは？

・イノベーションの学びの場/教育プログラムとは？

・県外の地域資源との具体的な「つながり」について

・イノベーション創発のためのSCB理論とは？

・SCB理論の具体的な普及活動やプロジェクトについて



イノベーションとは？

技術革新と新結合

疲弊した地域の救世主
（地域活性化・地域創生）

新たな価値観の創出

Created by Dr. T.HOSHIAI



第1次
産業革命

第2次
産業革命

第3次
産業革命

第4次
産業革命

蒸気の発明

電気の発明

自動化・コンピュータ
の発明

IoT・AI・P2P
の発明

Society 1.0

Society 2.0

Society 5.0

狩猟社会

農耕社会

Society 3.0
工業社会

実空間と仮想空間を
融合させた社会

Society 4.0
情報社会

インダストリー4.0

SDGs(持続可能な開発目標)

超スマート社会

・産業と技術革新の基盤構築

技術革新とは



技術革新

ろうそくの火

冷蔵庫

新たな価値観の創出電気の発明

・技術の進展により、新たな価値観を生み出すこと
・電気の発明により、新たな光源を得るとともに、冷却という新たな価値観を創出

第2次産業革命

第2次産業革命



IoT

AI P2P

第４次産業革命(Industry 4.0)技術革新

新たな価値観の創出

IoT：たくさんのデータを収集

P2P：たくさんのデータをつなげるAI：データを解析、意味づけ



世界初のP2P「ブローカレス理論・SIONet(シオネット)」

NTT未来ねっと研究所 1998年～

自律分散協調型
（非中央集権的・自律的にたくさんの情報をつなげる技術）
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ブローカレス理論の特許取得４６件（p.276）



人体もやっぱり
P2P

だった！

そして、タコの足もP2Pだったエクソソームが1997年に発見

人体だろうがネットワークだろうが本質はみな同じ



中央集権(クライアントサーバ)型

脳を介して心臓と腎臓
がコミュニケーション

脳

心臓

腎臓

P2P型
脳を介さず心臓と腎臓

が直接コミュニケーション

脳

心臓

腎臓 カプセル
（エクソソーム）

メッセージ

①血圧高い→心臓を圧迫
②心臓→腎臓にメッセージ
③排尿→血圧低下



•既存の資源を活用する

•新たなつながりにより新たな価値観を生み出す

（化学反応、発火を起こす）

•新結合は「つながり」が大切

出張先サラリーマン
の呼び出し

ポケベル

女子高生のコミュニケ―ション
ツール

語呂合わせ
『４６４９』

新たな価値観の創出
(新たな文化)

すでに存在している
資源の活用

新結合とは

新結合



移動空間

既結合

自動車
(自動運転)

目的地

新結合とは

新結合
新たな価値観

の創出

学習

病院
(ヘルスチェック)

レストラン

生活・娯楽空間

既結合



技術革新：スパコン「京」

•スパコン「京」の状況
•２０１２年９月 本格稼働
•２０１９年８月 稼働停止・解体（世界１８位）
•７年の寿命

•建設費 800億円

•運営費 100億円/年

ゼロからの構築
（トップダウンアプローチ）

蓮舫議員の２位じゃダメ
なんですかで一躍有名



技術革新：スパコン「京」

「京」の再利用は非現実的
・経年劣化が顕著
・莫大な運営費、移設費
・独自仕様（非汎用的）

いわゆる高価な箱モノ

2019..6.21 神戸新聞より

ゼロからの構築
（トップダウンアプローチ）

高リスク



•プレッツ光に加入している汎用
PCをつないで、スパコンを実現

•低コスト化

新結合：フレッツ光グリッドサービス

すでに存在しているコンピュータ資
源をブローカレス（P2P）で繋げる

（ボトムアップアプローチ）

低リスク



フレッツ光

既結合

ネットサーフィン

新結合

新たな価値観
の創出

すでに存在している
コンピュータ資源を

活用

フレッツ光グリッド

スーパーコンピュータ インターネットアクセス



▣疲弊した地域の活性化・地域創生

地域にイノベーションを創発する必要

▣「新結合」には「つながり」が大切

▣「技術革新」と「新結合」の２つ

地域にはイノベーション「新結合」が有効

▣大切な「つながり」を科学することが重要

▣そのための理論がSCB理論(地域コミュニティブランド)

直観・経験と理論との両輪

技術革新と新結合の両輪

世界初の理論持続性、再現性、汎用性の高いつながりを低コストで実現

地域イノベーションに有効

地域イノベーション

イベント・講演と理論との両輪

地域資源のつながりを科学



新結合の創発に向けて：３つの学び

３つの学び

▪ICT理論（第４次産業革命）
▪結合分野のモデル化手法
（課題モデルの構築方法）
▪結合（つながり）の手法
（SCB理論）

つながりが大切

異なる分野間での新結合による新たな価値観を創出
例：ICTと地域創生、ICTとアート、ICTと福祉など

理論と実践の両輪

異分野融合イノベーション



イノベーションの効果：
▣社員のやる気が醸成される
▣優秀な人材を確保できる
▣多種多様な地域資源を引き寄せる
▣新規ビジネス、スタートアップの創発
▣組織が活性化する

イノベーティブな組織

つながり(新結合)を科学することの効果：
▣つながりの高い再現性・持続性・汎用性を確保
▣低コストでのつながりを実現
▣一過性の抑止

高持続性、高再現性のつながりを低コストで実現

・手段選択の消去法が可能

・レイヤーの不一致の抑止

・議論のベクトル合わせが可能

・AI導入の容易化（論理モデル×AI)



イノベーション創発に向けた取組

イノベーションの学びの場/教育プログラムの提供



▣全学部講義「異分野融合イノベーション」 2019年後期～

▣他大学講義「関東学園大学」など 2019年後期～

▣高校との連携協定締結「熊本西高校」など 2019.12.13

▣SCBラボ・イノベーションアカデミー設立 2020年前期～

▣未来情報コースとIoT・AIセンター/SCB放送局開設
2014年前期～2020年前期～

▣総務省地域ICTクラブ受託(キッズイノベーション)
2019年後期～

▣マイナビとの教材・システム開発と高校での運用
2019年後期～

イノベーティブな学生の育成

イノベーティブな高校生の育成

イノベーティブな小中学生の育成

イノベーティブな社会人の育成

イノベーティブな高校生の育成



1 2 3 4

5 6 7

新講義

異分野融合イノベーション

・イノベーション講義
・AI/IoT/P2P/暗号方式/pythonプログラミ
ングなどのICT最先端テクノロジーを学ぶ
とともに、イノベーション創発の仕組みを
学習する

イノベーションとは？

・イノベーションには、２つの意味がある
・技術革新と新結合

▪技術革新
▪新結合

技術革新とは？

・技術の進展により、新たな価値観を生み
出すこと
・電気の発明により、新たな光源を得ると
ともに、冷却という新たな価値観を創出

新結合とは？

・新たなつながりにより、新たな価値観を
生み出すこと
・ポケベルと女子高生との新結合により、
語呂合わせによるコミュニケーション
ツールとしての新たな価値観を創出

異分野融合イノベーションとは？

・異分野融合は、新結合の一つの形
・異なる分野間での新結合により新たな価
値観を創出。例として、ICTと地域創生、
ICTとアート、ICTと福祉など

本講義で学ぶこと

▪ICT理論の概要
▪結合分野のモデル化手法
▪結合（つながり）の手法
▪イノベーションの事例

・単にICT理論を学ぶだけでなく、ICT理論
を他分野で活用するためのモデル化手法
（論理化、仮想化技術）や両者をつなげる
ための体系化手法である「つながりを科学
するSCB理論」について学習する

SCB理論を用いたイノベーション事例

▪農水省「組織改革によるイノベーション」
▪熊本市社会福祉協議会（厚労省）「地域共生
社会実現による福祉イノベーション」
▪財務省九州財務局「宇土市まちづくり地域活
性化イノベーション」
▪九州道の駅ネットワーク（国交省サポート事
業）「道の駅ネットワーク構築によるイノ
ベーション」
▪総務省「SCB-ALを用いたイノベーションア
カデミー」
▪ソフトバンク/JCOM/(株)F.S.「地域メディア
によるイノベーションセンター運営」
▪崇城大学情報学科「イノベーションによる新
コース設置」
▪星野リゾートの分析「企業マネジメント
におけるイノベーション」

□疲弊した地域には新結合によるイノベーションが必要
であり、そのためにはつながりが大切であり、
従ってつながりを科学することが重要になる

つながりを科学するSCB

8

つながりを科学することで、新結合に
よる新たな価値観を創出する

2019.9.13(T.HOSHIAI)

課題モデル/理論の適用/実践

つながりが大切

つながりが大切：
大切なつながりを科学する

低コスト化・高い持続性・高い再現性
一過性の抑止

・仮想化
・体系化
・可視化

5学部1年後期講義



熊本県立熊本西高校との
連携協定を締結 2019.12.13



SCB理論による学部改革

プラットフォーム型講義と
課題解決型講義との両輪

2020年4月スタート

未来情報コース
×

IoT・AIセンター/SCB放送局
×

SCBラボ（企業/自治体)

プラットフォーム（基盤となる講義）
IoT, AI, P2P, Pythonなど

他大学でも
実施

課題A解決
のための
講義

課題B解決
のための
講義

SCB-AL





キャンパススタジオ/SCB放送局
情報学部棟

2014年～



総務省「地域ICTクラブ」地域実証事業を受託



熊本県・熊本市・The Company・崇城大学・
熊日新聞社との6社連携協定を締結
2019.12.26





The Companyとの連携協定を締結 2019.11.21



SCBイノベーションアカデミー
supported by Sojo univ.

SCBラボ×The Company×崇城大学



１．みなさまの活動、企業の取り組みを番組コンテンツとして制作し、TV番組やラ
ジオ番組として配信します。また、そのためのスキルを学ぶことができます。

２．みなさまの活動、企業の取り組みをプレゼンテーションするためのスキルを学ぶ
ことができます。

３．みなさまの活動、企業の取り組みにイノベーションを創発するためのICTテクノ
ロジーについて学ぶことができます。

４．みなさまの活動、企業の取り組みにイノベーションを創発するためのイノベー
ションメソッドについて学ぶことができます。

５．みなさまの活動、企業の取り組みにイノベーションを創発するための世界初＆世
界最先端の理論であるSCB理論・SCBメソッドについて学ぶことができます。

SCBイノベーションアカデミーでの学びについて
SCB-AL（SCBアクティブラーニング）

SCB放送局を活用． J:COM、FM桐生、シティFM、新聞などのレギュラー番組化

崇城大学IoT・AIセンターのプレゼンスタジオを活用



テキスト(教本)の出版
オーム社 木楽舎 森北出版





SCBイノベーションアカデミーに関する情報
▪アカデミー運営者 (一社)SCBラボ

▪アカデミー実施場所 The Company 熊本
熊本県熊本市中央区桜町1番25号
Tel. 096-288-0030 Fax.092-292-4945
[電話受付時間/平日 9:00~20:00]

▪教育プログラム提供者 (一社)SCBラボ
ソフトバンク（株）地域振興推進室
マイナビ
(株)フューチャーセッションズ
J:COM九州
FM桐生
TED×KUMAMOTO

ソフトバンク（株）、マイナビ、(株)フューチャーセッションズ、J:COM九州、FM桐生
TED×KUMAMOTO、The Company、崇城大学は、(一社)SCBラボの登録メンバです。

▪連携協定 熊本県 熊本市 マイナビ 熊本県立熊本西高校 The Company 九州道の駅ネットワーク

▪アカデミー校長 P2P提唱者 星合隆成（工学博士、崇城大学教授、早稲田大学客員）

申込・詳細はこちらから





イノベーションアカデミーの拠点
▣中央区桜町(熊本市中心市街地) 2020.4～
▣福岡市博多 2020.4～
▣関東 2021.4～
▣海外
▣道の駅サテライト（９か所）2020.4～

▣サロン（仮想化展示パネル）
▣新聞、TV番組、ラジオ番組の連載



(一社)SCBラボの紹介

理事 (10名)

医療法人如水会(嶋田病院)
学校法人君が淵学園(崇城大学)
熊本バスケットボール株式会社(熊本ヴォルターズ)
株式会社ナレッジコミュニケーション

社員

顧問 中山峰男（崇城大学学長） 理事 内村 安里（熊本バスケットボール株式会社CEO）
顧問 中里秀則（早稲田大学教授） 理事 奥沢 明（ナレッジコミュニケーション代表取締役）
代表理事 嶋田英敬（医療法人如水会理事長） 理事 小保方 貴之（一社ジョブラボぐんま副理事長）
副代表理事 田尻博子（COCO-CAWAII代表） 理事 吉見 憲二（佛教大学准教授）
副代表理事 添島絵美（添島歯科クリニック歯科医師） 理事 片山 和洋（ハナウタカジツ代表）
理事(所長)   星合隆成（崇城大学教授・早稲田大招聘研究員）監事 早田 啓考（コンセプトラボ株式会社取締役）
理事 浅川浩二（デルタワークス代表) 監事 内藤 豊（崇城大学助教）



(一社)SCBラボの主要メンバー

・ソフトバンク、マイナビ、フューチャセッションズ

・熊本県、熊本市、熊本県立熊本西高校

・道の駅阿蘇、熊本市社会福祉協議会、総務省地域ICTクラブ

・The Company、J:COM九州、FM桐生

・ナレッジコミュニケーション、ワイズリーディング

・ジョブラボぐんま、コンセプトラボ、早稲田大学中里研

など５０企業・団体：県内外の資源がつながる

・道の駅九州



(一社)SCBラボのミッション
▣イノベーションアカデミーの設立・運営

・イノベーションを創出できる人材の育成
・イノベーションの学びの場やサロンの提供
・県外の地域資源との連携を醸成

▣SCB理論の普及
・イノベーイノベーション創発/地域創生/地域活
性化のための理論(2011年提唱)

・全国５０のプロジェクトがSCB理論を活用



SCB理論の普及



農水省
プラスワンプロジェクト





①地域共生社会の実現を、今後の福祉改革の基本コンセプトとして位置
づける

地域共生社会の実現を目指して：厚労省

②地域共生社会の実現に向けた地域づくり、地域コミュニティ構築の強
化を図る

③地域やコミュニティにおける多様なつながりや多様な地域活動を生
まれやすくする

地域共生社会推進検討会中間とりまとめ, 令和元年７月19日

SCB理論は地域コミュニティ構築のための理論である

SCBではモノよりもつながりこそに価値があると考える。モノで
はなく、つながりをブランディング（可視化・拡散）することで
ブローカレスでのつながりやコミュニティ構築を可能にする



熊本市社会福祉協議会での職員研修

SCBによる地域共生社会の実現をテーマにした
SCB理論の職員研修会（勉強会）を実施

９０分×全５回

2019.7～



財務省九州財務局

九州財務局の地域連携の取り組みである
「宇土市民とのまちづくりワークショッ

プ」をSCB理論を用いて検証・分析

プラットフォーム化の効果を検証・分析
プラットフォーム化による見える化に

より迅速性、低コスト化、持続性に効果
があることを財務局が左記資料等で報告

さらに、9月26日熊本市主催のセミナーに於いて、
九州財務局が本分析結果を講演予定





国交省道の駅ネットワーク構想 個から面へ



「全国道の駅ネットワーク構築事業（座長：星合崇城大学教
授）」を九州道の駅ネットワーク（国交省・熊本県サポート事
業）より受託し、検証を開始（2020.3答申提出予定）

国交省・熊本県サポート事業
九州道の駅ネットワークからの受託事業

2019.7～



総務省「地域ICTクラブ」地域実証事業を受託



SCBのプロジェクト・アクティビティ
全国５０のプロジェクトでSCB理論を活用

・財務省、農水省、国交省などの省庁
・熊本市社会福祉協議会(厚生省)などの社会福祉機関（社協事業を受託）
・総務省Fed4プロジェクト/総務省地域ICTクラブ事業受託
・群馬県、熊本県、熊本市、熊本市北区などの地方自治体
・SCB放送局、J:COM、FM桐生、シティFMなどのメディア企業
・熊本信用金庫などの金融機関
・九州道の駅ネットワーク、道の駅阿蘇とのイノベーションサテライト運営
・ソフトバンク、マイナビなどのICT企業
・イノベーションアカデミーの設立、ソフトバンク、The Company、FS社
・大学などの教育機関（全学部講義/新コース/IoT・AIセンター開設/他大学）
・高校との連携（熊本西高校）
・マイナビとの教材・システム開発と高校での運用



SCB理論の概要



▣疲弊した地域の活性化・地域創生

地域にイノベーションを創発する必要

▣「新結合」には「つながり」が大切

▣「技術革新」と「新結合」の２つ

地域にはイノベーション「新結合」が有効

▣大切な「つながり」を科学することが重要

▣そのための理論がSCB理論(地域コミュニティブランド)

直観・経験と理論との両輪

技術革新と新結合の両輪

世界初の理論持続性、再現性、汎用性の高いつながりを低コストで実現

地域イノベーションに有効

地域イノベーション

イベント・講演と理論との両輪

地域資源のつながりを科学



SCB理論（概要編） http://conceptlab.jp/doc/SCB_conect.m4v



SCBの基本的なアイデア１（p.6, p.14）

2000年代に一世風靡したP2Pを
地域活性化に活用しようとの試み

P2Pを人的ネットワーク形成・
地域コミュニティ構築に活用



SCBの定義（p.16)

地域資源を自律分散協調の最小単位である
ピアとして仮想化し、IF（インタフェース）
を公開することにより、ピア同士をブローカ
レスに繋げることで、地域活性化のためのPF
（プラットフォーム）を構築する

地域活性化のためのPF構築をP2Pにより実現することが目的

地域資源のつながりを科学



つながりを科学する

仮想化 ピア設計（資源のカプセル化）

体系化 ピア同士のつなげ方

可視化 ピア同士のつながりを公開

新結合を創発するためには「つながり」を科学することが重要



仮想化 資源（地域資源）そのものを隠ぺいし、
インターフェースのみを外部に公開す
る「ピア」を設計すること

ピア

資源
（地域資源）

I/F

I/F : インタフェース

資源の本質を追求する・見極めるための設計図を作成



仮想化の例：薬（p.102）

隠ぺい



仮想化の例：ファイル（p.103）

隠ぺい

OSの目的：仮想化と標準化（部品化とＰＦ化）



ピア設計：カプセル化とIF公開（p.66）

IFを5タイプに分類
・機能
・モノ
・活動
・概念（推奨）

・つながり

地域資源同士は繋がらない ピア同士は繋がる 繋げるレイヤーを一致



ピアのインタフェース

ピア

資源
（地域資源）

I/F

地域資源をピアとして仮想化することにより、地域資源が
外部に公開するインタフェースを5種類に分類できる

地域資源の本質を５種類に分類

▣機能
▣モノ
▣活動
▣概念・理論・ビジョン
▣つながり



体系化 ピア同士のつなげ方を決めること

資源の本質を追求する・見極めるための設計図を作成

地域資源をピアとして仮想
化することにより、ピア同
士のつなげ方を６通りに

分類できる

▣サーバ
▣C/S(図書館タイプ)
▣C/S(検索サービスタイプ)
▣ハイブリッド
▣ピュア
▣セミピュア

▣芋づる式（同時参加モデル）



ツイッターのリツイートはハイブリッド型（p.104）

〇〇のコンサートに
います

Aさんのタイムライン
（Aさんのツイッター画面）

〇〇のコンサートに
います

Bさんのタイムライン
（Bさんのツイッター画面）

Bさんがリツイート

拡散・分散

Napster:音楽ファイルの利用者が音楽ファイルの提供者になる（サーバント）



地域資源のつながりを可視化（p.34）

可視化（PF化）

つながりを可視化
つながりをPF化
つながりにこそ価値がある



地域活性化プラットフォーム（p.29）

活動の低コスト化

課題解決の時間削減

重複した活動の抑止

活動の品質が向上

活動間のノウハウ共有が容易

活動間の連携が容易

新たな発火・シナジー効果

フィードバック先確保（可視化効果）



つながりを科学する

・1998年に提唱された世界初のP2Pネットワーク理論
・ボトムアップでフラットなコミュニティ
を低コストで構築するための理論

ブローカレス理論（P2P） １

２

星合隆成 工学博士、崇城大学情報学部教授(2012～)、早稲田大学招聘研究員。
コンセプトラボ（株）取締役。一般社団法人ジョブラボぐんま監事。一般社団法人
SCBラボ所長・理事、イノベーションアカデミー校長、元NTT研究所主幹研究員・
参与。NTT在職中（1986～2012）に、ベルコミュニケーション研究所客員研究員
（米国留学）、群馬大学客員教授、日本大学非常勤講師。総務省ICタグと自律分散
協調ネットワーク調査検討会委員、経済産業省次世代型新IT環境研究会委員、群馬
県「地域における通信と放送の融合に関する委員会」座長代理、経済産業省「まち
げんきフェス」スペシャリスト、総務省プロジェクトFed4IoT諮問委員会委員、
（社）電子情報通信学会代議員・運営委員・通信ソサイアティ幹事などを歴任。
（財）日本情報処理開発協会・（社）電子情報技術産業協会・（財）デジタルコン
テンツ協会などの特任講師などを務める。世界初のP2Pネットワークであるブロー
カレス理論・SIONet（シオネット）の提唱者として知られている。現在は、P2Pを
地域活性化に活用する「地域コミュニティブランド」の研究を進めている。主な著
書に、『ブローカレスモデルとSIONet』（オーム社,2003）、『つながりを科学す
る 地域コミュニティブランド』（木楽舎, 2018）など。

SCBのPV

P2P（ブローカレス理論）提唱者
SCB理論提唱者

つながりを科学的に考察することの大切さを理解する

SCB理論
(地域コミュニティブランド)

・2011年に提唱された地域活性化、地域
創生のための理論
・P2P（ブローカレス理論）を地域活性
化、イノベーション創発に活用
・地域資源をブローカレスに繋げること
で、地域課題の解決や地域活性化プラッ
トフォームを構築する

http://conceptlab.jp/yahoonewsseihonn.pdf
http://conceptlab.jp/doc/U-17kakou.pdf
http://conceptlab.jp/doc/SCB_conect.m4v

https://ja.wikipedia.org/wiki/地域コミュニティブランド

・(一社)SCBラボ
４SCBの推進組織

http://conceptlab.jp/

・(一社)ジョブラボぐんま

・コンセプトラボ株式会社

https://www.scblab.jp/

https://joblabgunma.themedia.jp/

記事・関連サイト

SCBプロジェクト

３

３

５ ６

SCBプロジェクト
・熊本市競輪活性化委員会 http://kumamotokeirin.scbrand.info/
・SCB放送局

https://www.facebook.com/watch/?v=947987471890776

・道の駅阿蘇（国土交通省）
・熊本市社会福祉協議会（厚生省）
・総務省Fed４プロジェクト
・総務省地域ICTクラブ
・熊本市地域経済活性化委員会
・イノベーションアカデミー(ソフトバンク)

・財務省九州財務局
・農水省など全国で50のプロジェクト
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http://conceptlab.jp/doc/SCB_conect.m4v
http://conceptlab.jp/yahoonewsseihonn.pdf
http://conceptlab.jp/doc/U-17kakou.pdf
http://conceptlab.jp/doc/SCB_conect.m4v
https://ja.wikipedia.org/wiki/
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